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＊プロローグ（痴漢電車） 

 

グチュッグチュッグチュッグチュッグチュッ♡ 

 

「んお゛おぉおぉおッ！♡♡♡ まっ待って！♡♡んん

っ♡そこっ♡らめぇっ…！♡やめっ……♡あっ♡お願い

っ♡もっ♡ダメだってばぁっ♡」 

 

 唯（ゆい）は電車の中で痴漢にあっていた。初めは

小声で喘いでいたが、ついに耐え切れなくなって少し

だけ声が大きくなる。 

 だが、どれだけ唯が声をあげようと、周りには知ら

んぷりだった。唯の背後に立つ男は手を止める事は無

かったし、唯の前に立つ男も唯の乳首をこねくり回し

ていた。 

 ここは BL ゲームの世界らしい。それも R18 の世

界だ。俺は昨日、唐突に異世界転移した。昨日もよく
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分からないうちに色んな人間にエッチな事をされて

しまい、今も学校へ向かう電車の中で痴漢にあってい

た。 

 

「君さぁ、そんなこと言ってさぁ……本当は感じてる

んでしょ？♡ さっきから君のチンポビンビンしてる

じゃん♡」 

 

 後ろに立っていたイケメン爽やかリーマンが、俺の

耳元で甘く囁いた。俺の尻にゴリッ♡と固いものが押

し付けられる。 

 リーマンは俺のパンツに手を突っ込んでおり、俺の

チンポを手でしごいていた。 

 

 コリコリ♡コリコリ♡くちゅくちゅ♡シュッシュッ♡ 

 

「っ～～♡あうう♡♡♡」 


